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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第13期

中間連結会計期間
第14期

中間連結会計期間
第13期

会計期間
自　2025年４月１日
至　2025年９月30日

自　2026年４月１日
至　2026年９月30日

自　2025年４月１日
至　2026年３月31日

売上高 (千円) 19,112,058 19,833,438 38,928,746

経常利益 (千円) 1,422,189 1,325,893 2,582,767

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

(千円) 757,678 788,732 1,181,667

中間包括利益又は包括利益 (千円) 537,855 869,649 1,232,998

純資産額 (千円) 9,517,730 10,516,838 9,961,567

総資産額 (千円) 20,286,918 22,642,235 21,531,848

１株当たり中間(当期)純利益 (円) 33.99 35.37 53.00

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 45.4 45.0 44.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 981,420 993,595 3,224,551

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △472,354 △720,317 △3,724,273

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △131 973,001 △92,287

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 8,027,043 8,428,596 7,132,151
 

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．第13期、第14期中間連結会計期間及び第13期の潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益については、希

薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（親会社の異動）

当中間連結会計期間において、株式会社Sandboxは当社株式に対する公開買付けにより、2026年９月30日付で当社の

親会社となりました。

なお、当中間連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理の状況 １ 中間

連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等）」をご参照ください。

EDINET提出書類

株式会社デジタルハーツホールディングス(E27655)

半期報告書

 2/36



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の

判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」

についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績の状況

 
2026年３月期
中間期
(千円)

2027年３月期
中間期
(千円)

増減率
(％)

売上高 19,112,058 19,833,438 3.8

営業利益 1,438,572 1,389,949 △3.4

経常利益 1,422,189 1,325,893 △6.8

親会社株主に帰属する中間純利益 757,678 788,732 4.1
 

 
昨今、AIの普及拡大を背景に、AIがコード生成等を担うことでソフトウェア開発が加速する一方、開発プロセ

スのブラックボックス化やハルシネーション等、AI開発特有の課題も顕在化しており、テスト/QAに求められる役

割は単なる正誤チェックから、ユーザーにとって真に価値のあるものかという品質保証へと高度化しています。

このような状況のもと、当社グループでは、ゲーム・エンターテインメントコンテンツ向けにサービスを提供

するDHグループ事業においては、「人の感性・感覚・閃きを活かした“エンタメ品質”保証」を、エンタープラ

イズソフト向けにサービスを提供するAGESTグループ事業においては、「AI等先端技術が支えるQAソリューション

及び多様化・巧妙化するサイバー攻撃から情報資産を守るセキュリティソリューションによる品質保証」という

提供価値の実現に向け、既存事業の強化や新たなビジネスモデルへの挑戦を推進しております。また、AIをはじ

めとする先端技術の急速な進展により業界構造や事業モデルが大きく変化しつつあることを踏まえ、新たな成長

の芽の発掘を目的にCVC（コーポレート・ベンチャー・キャピタル）部門を新設し、当社グループにはない技術・

アイディア・ビジネスモデル等を有する企業への投資を積極化するなど、新たな市場や領域への挑戦を加速して

おります。

当中間連結会計期間は、Nintendo Switch 2の発売を機に好転したコンソールゲーム市場を追い風に国内デバッ

グサービスが引き続き好調に推移したことに加え、2025年11月に子会社化したカナダのゲームデバッグ会社の新

規連結効果もあり、DHグループ事業の売上高が伸長いたしました。その結果、当中間連結会計期間の売上高は、

AGESTグループ事業においてERP導入支援や受託開発支援等の一部サービスが縮小したものの、DHグループ事業の

成長により、19,833,438千円（前年同期比3.8％増）と増収を達成いたしました。一方利益面では、AGESTグルー

プ事業の減収に伴う収益性の低下等により、営業利益は1,389,949千円（前年同期比3.4％減）、経常利益は

1,325,893千円（前年同期比6.8％減）となりました。また、親会社株主に帰属する中間純利益は特別損失の縮小

等の影響もあり788,732千円（前年同期比4.1％増）となりました。
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セグメント別の経営成績は、以下のとおりであります。

なお、当中間連結会計期間の期首より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、当中

間連結会計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

 
2026年３月期
中間期
(千円)

2027年３月期
中間期
(千円)

増減率
(％)

売上高 19,112,058 19,833,438 3.8

DHグループ事業 11,321,396 12,248,253 8.2

AGESTグループ事業 7,905,328 7,629,623 △3.5

CVC関連事業 ― ― ―

調整額 △114,666 △44,438 ―

営業利益又は営業損失（△） 1,438,572 1,389,949 △3.4

DHグループ事業 1,154,844 1,265,750 9.6

AGESTグループ事業 283,727 137,995 △51.4

CVC関連事業 ― △13,796 ―
 

なお、各セグメントの売上高については、セグメント間の内部売上高又は振替高を含めて記載しており、セグ

メント利益又は損失は営業利益又は営業損失（△）としております。

 
a　DHグループ事業

当セグメントでは、主に、コンソールゲームやモバイルゲーム等の不具合を検出する国内デバッグサービス

のほか、英語デバッグ、翻訳・LQA(Linguistic Quality Assurance)、マーケティング支援、ゲーム開発支援、

カスタマーサポート等を行うグローバル及びその他のサービスを提供しております。

当中間連結会計期間の国内デバッグサービスでは、Nintendo Switch 2向けをはじめとする新規タイトル案件

を着実に獲得したことで、前中間連結会計期間に引き続き高水準の売上高を維持いたしました。

さらに、成長ドライバーであるグローバル及びその他のサービスにおいても、国内外のグループ会社間やア

ライアンスパートナーとの連携を強化することで翻訳・LQAの新規案件獲得が進むとともに、2025年11月に連結

子会社化したカナダのゲームデバッグ企業であるHUWIZ SOLUTIONS INC.の業績が寄与したことから、グローバ

ル及びその他全体で二桁増収を実現いたしました。

以上の結果、当中間連結会計期間のDHグループ事業の売上高は12,248,253千円(前年同期比8.2％増)、セグメ

ント利益は1,265,750千円(前年同期比9.6％増)と増収増益を達成いたしました。

 
b　AGESTグループ事業

当セグメントでは、主に、エンタープライズシステムの不具合を検出するシステムテスト、受託開発、ERPの

導入支援等を行うQAソリューションのほか、ソフトウェアやネットワークの監視・攻撃検知・対策を行うSOC

(Security Operation Center)運営、システムの保守・運用支援等を行うITサービス及びその他のサービスを提

供しております。

当中間連結会計期間のAGESTグループ事業は、SOCサービスが好調に推移するとともに、主力のシステムテス

トも前期並みの売上高を確保したものの、ERP導入支援における大型案件の終了や業界環境の変化を受けた受託

開発の縮小等の影響が大きく、セグメント売上高は減収となりました。

その一方、今後の成長に向け、AI駆動開発における全工程の品質課題を解決するソリューション「QA for AI

駆動開発」の提供開始や、米国のLazarus Enterprises, Inc.とローカルAI搭載の最新セキュリティ・テストソ

リューション「AGEST ZERO SHIELD」の共同開発、ローカル環境でセキュリティパッチ後の現新比較テストを完

全自動化する「AGEST ZERO TEST」の開発等、AI時代の新たなニーズへの対応や競争力の強化を図ってまいりま

した。

以上の結果、当中間連結会計期間のAGESTグループ事業の売上高は、7,629,623千円(前年同期比3.5％減)、セ

グメント利益は137,995千円(前年同期比51.4％減)となりました。

 
c　CVC関連事業

当セグメントでは、当社グループにはない技術・アイディア・ビジネスモデルやイノベーター人材等の獲得
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が期待できる企業への投資を行っております。

当中間連結会計期間のCVC関連事業の売上高はなく、セグメント損失は13,796千円(前年同期は実績なし)とな

りました。

 
②　財政状態の分析

(資産)

流動資産の残高は15,218,073千円となり、前連結会計年度末における流動資産14,031,100千円に対し、

1,186,972千円の増加(前期比8.5％増)となりました。

これは、主として現金及び預金が1,296,445千円増加したものの、受取手形、売掛金及び契約資産が135,699千

円減少したこと等によるものであります。

固定資産の残高は7,424,161千円となり、前連結会計年度末における固定資産7,500,747千円に対し、76,585千

円の減少(前期比1.0％減)となりました。

これは、主としてその他無形固定資産が135,620千円増加したものの、のれんが176,389千円減少したこと等に

よるものであります。

 

(負債)

流動負債の残高は11,800,183千円となり、前連結会計年度末における流動負債11,187,790千円に対し、612,392

千円の増加(前期比5.5％増)となりました。

これは、主として短期借入金が1,297,450千円増加したものの、未払金が125,774千円、未払費用が188,639千

円、その他流動負債が296,426千円減少したこと等によるものであります。

固定負債の残高は325,213千円となり、前連結会計年度末における固定負債382,490千円に対し、57,277千円の

減少(前期比15.0％減)となりました。

 
(純資産)

純資産の残高は10,516,838千円となり、前連結会計年度末における純資産9,961,567千円に対し、555,271千円

の増加(前期比5.6％増)となりました。

これは、主として親会社株主に帰属する中間純利益が788,732千円、及び為替換算調整勘定が67,601千円増加し

たものの、配当により利益剰余金が301,034千円減少したこと等によるものであります。

 
③　キャッシュ・フローの状況の分析

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」）は、8,428,596千円となり、前中間連結会

計期間における資金8,027,043千円に対し、401,553千円の増加となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローとそれらの要因は次のとおりであります。

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、得られた資金は993,595千円（前年同期は981,420千円の収入）となりました。

これは、主として法人税等の支払額414,264千円、その他の流動資産の増加額179,794千円、特別退職金の支払

額151,854千円等の資金減少項目に対し、税金等調整前中間純利益1,204,367千円、減価償却費341,715千円、の

れん償却額194,629千円等の資金増加項目が上回ったことによるものです。

 
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、支出した資金は720,317千円（前年同期は472,354千円の支出）となりました。

これは、主として無形固定資産の取得による支出308,538千円、長期前払費用の取得による支出192,500千円等

によるものです。
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(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果、得られた資金は973,001千円（前年同期は131千円の支出）となりました。

これは、主として配当金の支払額299,133千円等の資金減少項目に対し、短期借入金の増加額1,300,000千円等

の資金増加項目が上回ったことによるものです。

 
④　生産、受注及び販売の実績

a　生産実績

事業の特性上、該当事項はありません。

 
b　受注実績

当中間連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
受注高
(千円)

前年同期比
(％)

受注残高
(千円)

前年同期比
(％)

DHグループ事業
クリエイティブ

951,824 99.7 189,356 189.6
 

(注) １．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．「DHグループ事業」に含まれるクリエイティブ以外の当社グループの事業は、受注から役務提供までの所要

日数が短く、期中の受注高と販売実績とがほぼ対応するため、記載を省略しています。

 
c　販売実績

当中間連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

区分

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
至　2026年９月30日)

金額(千円) 前年同期増減率(％)

DHグループ事業 12,248,253 8.2

AGESTグループ事業 7,629,623 △3.5

CVC関連事業 ― ―

調整額 △44,438 ―

合計 19,833,438 3.8
 

(注)　調整額は、セグメント間の内部取引に係る消去額であります。

 
３ 【重要な契約等】

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 76,800,000

計 76,800,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2026年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2026年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 23,890,800 23,890,800
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株で
あります。

計 23,890,800 23,890,800 ― ―
 

(注)　完全議決権株式であり、権利内容に何ら制限のない当社における標準となる株式であります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

   該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2026年４月１日～
2026年９月30日

― 23,890,800 ― 300,686 ― 300,686
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(5) 【大株主の状況】

  2026年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社Sandbox 東京都新宿区西新宿三丁目20番２号 11,187,236 50.17

宮澤　栄一 東京都港区 8,925,633 40.03

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口）

東京都港区赤坂一丁目８番１号 348,400 1.56

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海一丁目８番12号 211,700 0.95

NOMURA INTERNATIONAL PLC A/C JAPAN
FLOW
（常任代理人　奥田 健太郎）

1 ANGEL LANE, LONDON, EC4Ｒ 3AB,
UNITED KINGDOM
（東京都中央区日本橋一丁目13番１号）

143,551 0.64

モルガン・スタンレーMUFG証券株式会社 東京都千代田区大手町一丁目９番７号 133,963 0.60

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目13番１号 56,797 0.25

株式会社SBI証券 東京都港区六本木一丁目６番１号 47,941 0.21

JPモルガン証券株式会社 東京都千代田区丸の内二丁目７番３号 39,610 0.18

UBS AG LONDON ASIA EQUITIES
（常任代理人　石川 潤）

5 BROADGATE LONDON EC2M 2QS UK
（東京都新宿区新宿六丁目27番30号）

33,644 0.15

計 ― 21,128,475 94.75
 

(注) １．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 348,400株

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 211,700株
 

２．上記のほかに当社所有の自己株式1,591,998株があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2026年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 1,591,900

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

222,913
株主としての権利内容に制限の
ない標準となる株式22,291,300

単元未満株式
普通株式

― ―
7,600

発行済株式総数 23,890,800 ― ―

総株主の議決権 ― 222,913 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式98株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2026年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社デジタルハーツ
ホールディングス

東京都新宿区西新宿三丁
目20番２号

1,591,900 ― 1,591,900 6.66

計 ― 1,591,900 ― 1,591,900 6.66
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２ 【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当中間会計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　(1)　新任役員

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

(株)
就任年月日

取締役

（常勤監査等委員）
伊達 将英 1971年10月20日

1996年９月海文堂出版株式会社 入社

2002年４月株式会社デジタルハーツ 入社

2003年４月同社 管理部経理課長

2005年７月同社 常勤監査役

2013年10月当社 常勤監査役

2026年６月当社 取締役(常勤監査等委員)(現任)

(注)２ ― 2026年６月25日

取締役

（監査等委員）
赤津 恵美子 1963年10月７日

1986年４月株式会社福武書店(現 株式会社ベネッセコー

ポレーション) 入社

1988年10月日本ゼネラル・エレクトリック株式会社 入社

1996年１月 GEコンシューマー・ファイナンス株式会社(現

新生フィナンシャル株式会社) 入社

2002年６月同社 人材組織開発・採用部門ディレクター

2005年６月同社 研修部門ディレクター

2008年２月ノバルティスファーマ株式会社 入社

同社 ダイバーシティ＆インクルージョン室長

2011年５月日本オラクル株式会社 入社

同社 人材組織開発部シニアディレクター

2016年１月同社 執行役員・理事 社員エンゲージメント

室長

2018年３月武田薬品工業株式会社 入社

同社 グローバルHR 人材組織開発(日本)ヘッ

ド

2021年２月株式会社フューチャー・ミー 代表取締役社長

(現任)

2022年６月株式会社エイジス 社外取締役

2025年６月当社 社外監査役

2026年６月当社 社外取締役(監査等委員)(現任)

テクマトリックス株式会社 社外取締役(現任)

(注)２ ― 2026年６月25日

取締役

（監査等委員）

堀口 育代

(現姓:山田)
1964年５月16日

1987年４月 株式会社リクルート 入社

1995年８月 ぴあ株式会社 入社

1997年６月 株式会社ベネッセコーポレーション 入社

2007年４月 同社 執行役員MD＆M(通販)事業本部長

2008年９月 同社 執行役員W＆F(Women＆Family)事業本部

長

2013年３月 ヤフー株式会社(現 LINEヤフー株式会社) 入

社

2014年５月 クックパッド株式会社 執行役

2017年３月 株式会社オウチーノ(現 株式会社くふう住ま

い) 代表取締役社長

2018年10月 株式会社くふうカンパニー 代表取締役

2019年７月 株式会社くらしにくふう(現 株式会社くふう

カンパニー) 代表取締役

2020年10月 株式会社エニマリ(現 株式会社くふうウェ

ディング) 代表取締役

2021年10月 株式会社くふうカンパニー 執行役

株式会社ロコガイド(現 株式会社くふうカン

パニー) 代表取締役

2022年３月 株式会社千趣会 社外取締役

2023年６月 株式会社しずおかオンライン(現 株式会社く

ふうしずおか) 代表取締役

2026年６月 当社 社外取締役(監査等委員)(現任)

2026年11月 株式会社オレンジページ 代表取締役社長(現

任)

(注)２ ― 2026年６月25日

 

（注）１．赤津恵美子氏及び堀口育代氏は、社外取締役です。
２．取締役（監査等委員）の任期は、就任の時から2028年３月期に係る定時株主総会終結の時までであります。
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　(2)　退任役員

役職名 氏名 退任年月日

常勤監査役 伊達　将英 2026年６月25日

監査役 風間　啓哉 2026年６月25日

社外監査役
岡野　陽子
（現姓：佐藤）

2026年６月25日

社外監査役 赤津　恵美子 2026年６月25日
 

 
(3)　異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

　　男性5名　女性3名（役員のうち女性の比率37.5％）
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2026年４月１日から2026年９月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,132,151 8,428,596

  受取手形、売掛金及び契約資産 5,418,201 5,282,502

  棚卸資産 ※  69,461 ※  87,102

  未収還付法人税等 447,358 474,858

  その他 1,045,233 1,027,735

  貸倒引当金 △81,305 △82,722

  流動資産合計 14,031,100 15,218,073

 固定資産   

  有形固定資産 1,620,049 1,525,618

  無形固定資産   

   のれん 1,790,588 1,614,198

   その他 980,182 1,115,802

   無形固定資産合計 2,770,770 2,730,001

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,341,538 1,275,727

   その他 1,775,066 1,910,492

   貸倒引当金 △6,678 △17,678

   投資その他の資産合計 3,109,927 3,168,541

  固定資産合計 7,500,747 7,424,161

 資産合計 21,531,848 22,642,235

負債の部   

 流動負債   

  短期借入金 5,672,900 6,970,350

  未払金 1,929,558 1,803,783

  未払費用 1,447,086 1,258,446

  未払法人税等 484,102 459,408

  賞与引当金 227,625 178,102

  その他 1,426,518 1,130,091

  流動負債合計 11,187,790 11,800,183

 固定負債   

  退職給付に係る負債 18,570 22,256

  その他 363,920 302,957

  固定負債合計 382,490 325,213

 負債合計 11,570,281 12,125,396
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 300,686 300,686

  資本剰余金 63,686 63,686

  利益剰余金 9,945,478 10,433,176

  自己株式 △1,792,421 △1,792,423

  株主資本合計 8,517,429 9,005,125

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △27,526 △19,495

  為替換算調整勘定 1,140,109 1,207,710

  その他の包括利益累計額合計 1,112,583 1,188,215

 非支配株主持分 331,554 323,497

 純資産合計 9,961,567 10,516,838

負債純資産合計 21,531,848 22,642,235
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

売上高 19,112,058 19,833,438

売上原価 14,108,694 14,656,459

売上総利益 5,003,364 5,176,978

販売費及び一般管理費 ※  3,564,792 ※  3,787,029

営業利益 1,438,572 1,389,949

営業外収益   

 受取利息 15,382 8,710

 為替差益 14,569 29,595

 助成金収入 4,824 5,581

 その他 8,104 12,227

 営業外収益合計 42,881 56,115

営業外費用   

 支払利息 20,612 44,536

 持分法による投資損失 30,041 65,323

 その他 8,609 10,310

 営業外費用合計 59,263 120,170

経常利益 1,422,189 1,325,893

特別利益   

 投資有価証券清算益 ― 26,933

 事業譲渡益 ― 1,000

 特別利益合計 ― 27,933

特別損失   

 固定資産除却損 ― 21,452

 固定資産売却損 ― 1,814

 投資有価証券評価損 299,999 ―

 特別退職金 ― 10,980

 公開買付関連費用 ― 115,213

 特別損失合計 299,999 149,460

税金等調整前中間純利益 1,122,189 1,204,367

法人税、住民税及び事業税 446,840 406,503

法人税等調整額 △90,311 3,313

法人税等合計 356,528 409,817

中間純利益 765,661 794,550

非支配株主に帰属する中間純利益 7,982 5,818

親会社株主に帰属する中間純利益 757,678 788,732
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

中間純利益 765,661 794,550

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △3,252 8,031

 為替換算調整勘定 △217,447 64,342

 持分法適用会社に対する持分相当額 △7,105 2,724

 その他の包括利益合計 △227,805 75,098

中間包括利益 537,855 869,649

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 527,851 864,364

 非支配株主に係る中間包括利益 10,003 5,284
 

EDINET提出書類

株式会社デジタルハーツホールディングス(E27655)

半期報告書

16/36



(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 1,122,189 1,204,367

 減価償却費 248,334 341,715

 のれん償却額 146,648 194,629

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,346 9,552

 賞与引当金の増減額（△は減少） △3,843 △51,327

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △166 △4,713

 受取利息及び受取配当金 △15,382 △8,710

 株式報酬費用 5,811 2,928

 支払利息 20,612 44,536

 為替差損益（△は益） △14,569 △29,595

 助成金収入 △4,824 △5,581

 持分法による投資損益（△は益） 30,041 65,323

 投資有価証券評価損益（△は益） 299,999 ―

 固定資産売却損 ― 1,814

 固定資産除却損 ― 21,452

 特別退職金 ― 10,980

 事業譲渡益 ― △1,000

 公開買付関連費用 ― 115,213

 売上債権の増減額（△は増加） △375,127 140,005

 棚卸資産の増減額（△は増加） 6,677 △17,202

 未払金の増減額（△は減少） △5,360 △55,176

 未払費用の増減額（△は減少） 92,544 △55,508

 未払消費税等の増減額（△は減少） 74,652 △9,028

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △65,722 △179,794

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △72,375 △105,133

 その他 42,084 19,240

 小計 1,535,573 1,648,987

 利息及び配当金の受取額 15,206 8,710

 利息の支払額 △20,705 △43,295

 法人税等の支払額 △556,616 △414,264

 法人税等の還付額 3,139 7,941

 助成金の受取額 4,824 5,581

 特別退職金の支払額 ― △151,854

 公開買付関連費用の支払額 ― △68,213

 営業活動によるキャッシュ・フロー 981,420 993,595
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           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △103,896 △96,457

 有形固定資産の売却による収入 391 309

 無形固定資産の取得による支出 △223,448 △308,538

 子会社株式の条件付取得対価の支払額 △110,000 △83,574

 事業譲渡による収入 ― 1,000

 投資有価証券の取得による支出 △18,400 △190

 敷金及び保証金の差入による支出 △30,493 △57,533

 敷金及び保証金の回収による収入 13,491 234

 長期前払費用の取得による支出 ― △192,500

 その他 ― 16,933

 投資活動によるキャッシュ・フロー △472,354 △720,317

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の増減額（△は減少） 300,000 1,300,000

 リース債務の返済による支出 △7,549 △14,521

 配当金の支払額 △278,625 △299,133

 非支配株主への配当金の支払額 △13,957 △13,341

 自己株式の取得による支出 ― △2

 財務活動によるキャッシュ・フロー △131 973,001

現金及び現金同等物に係る換算差額 △75,632 50,165

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 433,300 1,296,445

現金及び現金同等物の期首残高 7,593,742 7,132,151

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  8,027,043 ※  8,428,596
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記)

（連結範囲の重要な変更）

　当中間連結会計期間より、新たに設立した株式会社DIGITAL HEARTS GeeSPORTSを連結の範囲に含めております。

　また、当中間連結会計期間より、当社の連結子会社であった株式会社CEGBは、当社連結子会社である株式会社

AGESTを存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

 
(追加情報)

(株式会社Sandboxによる当社株式に対する公開買付けの結果、並びに親会社、主要株主である筆頭株主、支配株

主（親会社を除く。）及び主要株主の異動)

株式会社Sandbox（以下「公開買付者」といいます。）が2026年８月７日から実施しておりました当社の普通株式

（以下「当社株式」といいます。）に対する公開買付け（以下「本公開買付け」といいます。）が2026年９月24日

をもって終了し、本公開買付けの結果、2026年９月30日（本公開買付けの決済の開始日）をもって、下記のとお

り、当社の親会社、主要株主である筆頭株主、支配株主（親会社を除く。）及び主要株主に異動が生じました。

本公開買付けの結果と親会社の異動、並びに主要株主の異動については、下記のとおりです。

 
１. 本公開買付けの結果について

本公開買付けに応募された当社株式の総数（11,187,236株）は買付予定数の下限（5,922,743株）以上と

なりましたので、本公開買付けは成立しました。

 
２. 親会社、主要株主である筆頭株主及び主要株主の異動について

(1)異動年月日

2026年９月30日（本公開買付けの決済の開始日）

(2)異動が生じる経緯

当社は、公開買付者より、本公開買付けの結果について、当社株式11,187,236株の応募があり、応募さ

れた当社株式の総数が買付予定数の下限（5,922,743株）以上となり、本公開買付けが成立したことから、

その全てを取得することとなった旨の報告を受けました。

　この結果、2026年９月30日（本公開買付けの決済の開始日）付で、当社の総株主の議決権の数に対する

公開買付者の所有する議決権の数の割合が50％を超えることになるため、公開買付者は、新たに当社の親

会社、主要株主である筆頭株主及び主要株主に該当することとなりました。

　また、当社の主要株主である筆頭株主である宮澤栄一氏（以下「宮澤氏」といいます。）は、2026年９

月30日（本公開買付けの決済の開始日）付で、当社の主要株主である筆頭株主に該当しなくなる一方で、

その議決権の全部を有する公開買付者と合算して当社の議決権の過半数を所有することとなり、当社の支

配株主（親会社を除く。）に該当することとなりました。
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３. 異動する株主等の概要

(1)新たに親会社、主要株主である筆頭株主及び主要株主に該当することとなる株主の概要

(1) 名称 株式会社Sandbox

(2) 所在地 東京都新宿区西新宿三丁目20番２号

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役　宮澤　栄一

(4) 事業内容 株式、有価証券の保有、売買、運用及び管理業務等

(5) 資本金 50万円

(6) 設立年月日 2026年７月13日

(7) 大株主及び持株比率 宮澤　栄一　100％

(8) 当社との関係

 
資本関係

公開買付者の唯一の株主であり代表取締役である宮澤氏は、当社株式

9,425,633株を保有しております。ただし、宮澤氏は、そのうち500,000株

を本公開買付けに応募しております。

 
人的関係

公開買付者の代表取締役である宮澤氏は、当社の代表取締役会長を兼務し

ております。

 取引関係 該当事項はありません。

 関連当事者への

該当状況

当社の代表取締役会長である宮澤氏が、公開買付者の議決権の全部を所有

しており、当社の関連当事者に該当します。
 

 
(2)新たに支配株主(親会社を除く。)に該当し、主要株主である筆頭株主に該当しないこととなる株主の概要

(1) 名称 宮澤　栄一

(2) 住所 東京都港区

(3) 当社との関係

 
資本関係

宮澤氏は、当社株式9,425,633株を保有しております。ただし、宮澤氏は、

そのうち500,000株を本公開買付けに応募しております。

 人的関係 宮澤氏は、当社の代表取締役会長です。

 取引関係 該当事項はありません。

 関連当事者への

該当状況
当社の代表取締役会長であり、当社の関連当事者に該当します。

 

 
４.異動前後における異動株主の所有する議決権の数及び議決権所有割合

(1)株式会社Sandbox

 属性
議決権の数(議決権所有割合（注）)

大株主順位
直接所有分 合算対象分 合計

異動前 ― ― ― ― ―

異動後

親会社、主要株主で

ある筆頭株主及び主

要株主

111,872個

(50.17％)
―

111,872個

(50.17％)
第１位

 

(注)異動前及び異動後の「議決権所有割合」とは、2026年９月30日現在の当社の発行済株式総数（23,890,800株）

から、同日現在の当社が所有する自己株式数（1,591,998株）を控除した株式数（22,298,802株）に係る議決

権の数（222,988個）を分母として計算し、小数点以下第三位を四捨五入しております。以下同様です。

 
(2)宮澤　栄一

 属性
議決権の数(議決権所有割合)

大株主順位
直接所有分 合算対象分 合計

異動前

主要株主である

筆頭株主及び主要株

主

94,256個

(42.27％)
―

94,256個

(42.27％)
第１位
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異動後

支配株主（親会社を

除く。）及び主要株

主

89,256個

(40.03％)

111,872個

(50.17％)

201,128個

(90.20％)
第２位

 

 
５.開示対象となる非上場の親会社等の変更の有無等

　本公開買付けの結果、公開買付者は、当社の非上場の親会社等として開示対象となります。

 
６.今後の見通し

　上記のとおり、本公開買付けにおいて当社株式11,187,236株の応募があったものの、公開買付者は、本公開買

付けにより、当社株式の全て（ただし、譲渡制限が付されていることから本公開買付けに応募することができな

い当社の代表取締役社長CEOである筑紫敏矢氏が所有する譲渡制限付株式を含み、宮澤氏が所有する株式のうち本

公開買付けに応募しなかった株式及び当社が所有する自己株式を除きます。）を取得できなかったことから、当

社が2026年８月６日付で公表いたしました「MBOの実施及び応募の推奨のお知らせ」の「３．本公開買付けに関す

る意見の内容、根拠及び理由等」の「(４)公開買付け後の組織再編等の方針」に記載の一連の手続に従って、当

社の株主を公開買付者及び宮澤氏のみとすることを予定しています。
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(中間連結貸借対照表関係)

※　棚卸資産の内訳

 
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

商品 17,735千円 16,926千円

仕掛品 49,777 68,365 

貯蔵品 1,947 1,810 
 

 

(中間連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
 至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
 至　2026年９月30日)

給与手当 1,385,825千円 1,508,048千円

賞与引当金繰入額 62,083 53,320 

貸倒引当金繰入額 4,334 11,896 

役員賞与引当金繰入額 23,664 21,346 

退職給付費用 4,754 7,165 
 

 
 

(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
至　2026年９月30日)

現金及び預金 8,027,043千円 8,428,596千円

現金及び現金同等物 8,027,043千円 8,428,596千円
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(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自　2025年４月１日　至　2025年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年５月13日
取締役会

普通株式 278,579 12.50 2025年３月31日 2025年６月11日 利益剰余金
 

　(注)１株当たり配当額12.50円には、創業25年記念配当2.00円が含まれております。

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年11月６日
取締役会

普通株式 256,436 11.50 2025年９月30日 2025年12月５日 利益剰余金
 

 
３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 
当中間連結会計期間(自　2026年４月１日　至　2026年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年５月13日
取締役会

普通株式 301,033 13.50 2026年３月31日 2026年６月10日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間(自　2025年４月１日　至　2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

中間連結
損益計算書
計上額
(注)２

DHグループ
事業

AGEST
グループ
事業

CVC関連
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 11,236,209 7,875,849 ― 19,112,058 19,112,058 ― 19,112,058

セグメント間の内部
売上高又は振替高

85,187 29,479 ― 114,666 114,666 △114,666 ―

計 11,321,396 7,905,328 ― 19,226,725 19,226,725 △114,666 19,112,058

セグメント利益 1,154,844 283,727 ― 1,438,572 1,438,572 ― 1,438,572
 

(注) １．セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△114,666千円は、セグメント間の内部取引に係る消去額で

あります。

２．セグメント利益の金額は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当中間連結会計期間(自　2026年４月１日　至　2026年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

中間連結
損益計算書
計上額
(注)２

DHグループ
事業

AGEST
グループ
事業

CVC関連
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 12,208,741 7,624,696 ― 19,833,438 19,833,438 ― 19,833,438

セグメント間の内部
売上高又は振替高

39,511 4,926 ― 44,438 44,438 △44,438 ―

計 12,248,253 7,629,623 ― 19,877,876 19,877,876 △44,438 19,833,438

セグメント利益又は
損失(△)

1,265,750 137,995 △13,796 1,389,949 1,389,949 ― 1,389,949
 

(注) １．セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△44,438千円は、セグメント間の内部取引に係る消去額で

あります。

２．セグメント利益又は損失の金額は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 
２．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの変更）

当社グループは、AI技術の急速な発達等による産業構造の変化を受け、既存事業の枠組みを超えた新たな市場や

領域への進出及び投資を推進し、変化への追随と事業拡大に取り組んでおります。

当該投資領域においては、機動的な投資先の評価や意思決定、明確な投資管理が求められることから、2026年３

月19日の取締役会において、当社内にコーポレート・ベンチャー・キャピタル機能を担う「CVC部門」を新設するこ

とを決議いたしました。

この組織新設に伴い、当中間連結会計期間より、従来の「DHグループ事業」「AGESTグループ事業」の２区分に、

「CVC関連事業」の報告セグメントを追加し、３区分とすることといたしました。

なお、前中間連結会計期間のセグメント情報については変更後の区分により作成したものを記載しております。

 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前中間連結会計期間(自　2025年４月１日　至　2025年９月30日)

   (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

DHグループ事業 AGESTグループ事業 CVC関連事業

顧客との契約から生じる収益 11,236,209 7,875,849 ― 19,112,058

その他の収益 ― ― ― ―

外部顧客への売上高 11,236,209 7,875,849 ― 19,112,058
 

 
当中間連結会計期間(自　2026年４月１日　至　2026年９月30日)

   (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

DHグループ事業 AGESTグループ事業 CVC関連事業

顧客との契約から生じる収益 12,208,741 7,624,696 ― 19,833,438

その他の収益 ― ― ― ―

外部顧客への売上高 12,208,741 7,624,696 ― 19,833,438
 

 
(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
至　2026年９月30日)

   １株当たり中間純利益 33円99銭 35円37銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益(千円) 757,678 788,732

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益
(千円)

757,678 788,732

普通株式の期中平均株式数(株) 22,289,531 22,298,804
 

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。
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(重要な後発事象)

（株式併合）

当社は、2026年10月23日開催の取締役会（以下「本取締役会」といいます。）において、2026年11月20日開催予

定の臨時株主総会（以下「本臨時株主総会」といいます。）を招集し、株式併合並びに単元株式数の定めの廃止及

び定款の一部変更に関する議案を本臨時株主総会に付議することを決議いたしました。

なお、当社の普通株式（以下「当社株式」といいます。）は、上記手続の過程において、株式会社東京証券取引

所（以下「東京証券取引所」といいます。）の有価証券上場規程に定める上場廃止基準に該当することとなりま

す。これにより、当社株式は、2026年11月20日から2026年12月10日まで整理銘柄に指定された後、2026年12月11日

をもって上場廃止となる予定です。上場廃止後は、当社株式を東京証券取引所プライム市場において取引すること

はできません。

 
１．株式併合の目的及び理由

株式会社Sandbox（以下「公開買付者」といいます。）は、2026年８月６日、東京証券取引所プライム市

場に上場している当社株式の全て（ただし、譲渡制限が付されていることから当社株式に対する公開買付け

（以下「本公開買付け」といいます。）に応募することができない当社の代表取締役社長ＣＥＯである筑紫

敏矢氏が所有する譲渡制限付株式を含み、当社の代表取締役会長であり公開買付者の代表取締役である宮澤

栄一氏（以下「宮澤氏」といいます。）が本公開買付け開始時に所有していた当社株式（9,425,633株、所

有割合（注１）：42.27％）のうち公開買付けに応募しなかった株式（8,925,633株）及び当社が所有する自

己株式を除きます。）を取得し、当社株式を非公開化することを目的とした一連の取引（以下「本取引」と

いいます。）の一環として、本公開買付けを実施することを決定しました。

(注１)「所有割合」とは、当社が2026年８月６日付で公表した「2027年３月期 第１四半期決算短信〔日本

基準〕（連結）」に記載された2026年６月30日現在の当社の発行済株式総数（23,890,800株）から、

同日現在の当社が所有する自己株式数（1,591,996株）を控除した株式数（22,298,804株）に対する

割合をいいます（小数点以下第三位を四捨五入。）。以下同じです。

その後、上記のとおり、本公開買付けが成立いたしましたが、公開買付者は、本公開買付けにより当社株

式の全て（ただし、宮澤氏が公開買付けに応募しなかった株式（8,925,633株）及び当社が所有する自己株

式を除きます。）を取得することができなかったことから、当社は、公開買付者による要請を受け、当社の

株主を公開買付者及び宮澤氏のみとするため、本臨時株主総会において株主の承認をいただくことを条件と

して、会社法（平成17年法律第86号。その後の改正を含みます。以下「会社法」といいます。）第180条に

基づき、下記「２.株式併合の要旨」の「（２）株式併合の内容」に記載のとおり、当社株式の併合（以下

「本株式併合」といいます。）を実施することとし本取締役会において、本臨時株主総会を招集し、本株式

併合並びに単元株式数の定めの廃止及び定款の一部変更についてそれぞれ本臨時株主総会に付議することと

いたしました。

なお、本株式併合により、公開買付者及び宮澤氏以外の株主が保有する当社株式の数は、１株に満たない

端数となる予定です。
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２．株式併合の要旨

(1)株式併合の日程

①臨時株主総会基準日公告日 2026年９月15日（火）

②臨時株主総会基準日 2026年９月30日（水）

③取締役会決議日 2026年10月23日（金）

④臨時株主総会開催日 2026年11月20日（金）（予定）

⑤整理銘柄指定日 2026年11月20日（金）（予定）

⑥当社株式の売買最終日 2026年12月10日（木）（予定）

⑦当社株式の上場廃止日 2026年12月11日（金）（予定）

⑧株式併合の効力発生日 2026年12月15日（火）（予定）
 

 
(2)株式併合の内容

①併合する株式の種類

　　普通株式

②併合比率

　　当社株式について、2,975,211株を１株に併合いたします。

③減少する発行済株式総数

　　22,298,795株

④効力発生前における発行済株式総数

　　22,298,802株

（注）当社は、2026年10月23日開催の取締役会において、2026年12月14日付で自己株式1,591,998株（2026

年９月30日時点で当社が所有する自己株式の全部に相当）を消却することを決議いたしましたの

で、「効力発生前における発行済株式総数」は、当該消却後の発行済株式総数を記載しておりま

す。なお、当該自己株式の消却は、本臨時株主総会において、本株式併合に関する議案が原案どお

り承認可決されることを条件としております。

⑤効力発生後における発行済株式総数

　　７株

⑥効力発生日における発行可能株式総数

　　25株

⑦１株未満の端数が生じる場合の処理の方法並びに当該処理により株主に交付されることが見込まれる金銭

の額

上記「１．株式併合の目的及び理由」に記載のとおり、本株式併合により、当社の株主は公開買付者及び

宮澤氏のみとなり、それ以外の株主が保有する当社株式の数は、１株未満の端数となる予定です。

当該１株未満の端数に相当する数の株式については、その合計数（会社法第235条第１項の規定により、

その合計数に１株に満たない端数がある場合にあっては、当該端数は切り捨てられます。）に相当する数の

株式を、会社法第235条その他の関係法令の規定に従って売却し、その端数に応じて、その売却により得ら

れた代金を株主に交付いたします。

当該売却について、当社は、本株式併合が当社の株主を公開買付者及び宮澤氏のみとし、当社株式を非公

開化することを目的とする本取引の一環として行われるものであること等に鑑み、会社法第235条第２項に

おいて準用する同法第234条第２項の規定に基づき、裁判所の許可を得て公開買付者に売却することを予定

しております。

この場合の売却額につきましては、上記裁判所の許可が予定どおり得られた場合には、本株式併合の効力

発生日の前日である2026年12月14日の最終の当社の株主名簿に記載又は記録された株主の所有する当社株式

の数に本公開買付価格と同額である1,060円を乗じた金額に相当する金銭を各株主に交付できるような価格

に設定する予定です。ただし、裁判所の許可が得られない場合や計算上の端数調整が必要な場合等において

は、実際に交付される金額が上記金額と異なる場合があります。
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（単元株式数の定めの廃止）

１．廃止の理由

本株式併合の効力が発生した場合には、当社の発行済株式総数は７株となり、単元株式数を定める必要が

なくなることによるものです。

 
２．廃止予定日

2026年12月15日（予定）

 
３．廃止の条件

本臨時株主総会において、本株式併合に係る議案及び単元株式数の定めの廃止に係る定款の一部変更に係

る議案が原案どおり承認可決され、本株式併合の効力が発生することを条件といたします。

 
（定款の一部変更）

１．定款変更の目的

(1)　本株式併合に係る議案が本臨時株主総会において原案どおり承認可決され、本株式併合の効力が発生し

た場合には、会社法第182条第２項の定めに従って、当社の発行可能株式総数は25株となります。この点を

明確にするために、本株式併合の効力が発生することを条件として、現行定款第５条（発行可能株式総

数）を変更するものであります。

(2)　本株式併合に係る議案が本臨時株主総会において原案どおり承認可決され、本株式併合の効力が発生し

た場合には、当社の発行済株式総数は７株となり、単元株式数を定める必要がなくなります。そこで、本

株式併合の効力が発生することを条件として、現在１単元100株となっている当社株式の単元株式数の定め

を廃止するため、現行定款第６条（単元株式数）及び第７条（単元未満株式についての権利）の全文を削

除し、当該変更に伴う条数の繰り上げを行うものであります。

(3)　本株式併合に係る議案が本臨時株主総会において原案どおり承認可決され、本株式併合の効力が発生し

た場合には、当社株式は上場廃止となるとともに当社の株主は公開買付者及び宮澤氏のみとなるため、基

準日に関する規定及び株主総会資料の電子提供制度に係る規定はその必要性を失うことになります。そこ

で、本株式併合の効力が発生することを条件として、現行定款第10条（基準日）及び第13条（電子提供措

置等）の全文を削除し、当該変更に伴う条数の繰り上げを行うものであります。
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２．定款変更の内容

変更の内容は、以下のとおりであります。なお、本議案に係る定款変更は、本臨時株主総会において、本

株式併合に関する議案及び単元株式数の定めの廃止に係る定款の一部変更に係る議案が原案どおり承認可決

され、本株式併合の効力が発生することを条件として、本株式併合の効力発生日である2026年12月15日に効

力を生ずるものとします。

（下線は変更部分を示します。）

現　行　定　款 変　更　案

第１章　総則

 
第１条～第４条（条文省略）

 

第１章　総則

 
第１条～第４条（現行どおり）

 
第２章　株式

 
（発行可能株式総数）

第５条　当会社の発行可能株式総数は、76,800,000株と

する。

第２章　株式

 
（発行可能株式総数）

第５条　当会社の発行可能株式総数は、25株とする。

（単元株式数）

第６条　当会社の単元株式数は、100株とする。

（削除）

（単元未満株式についての権利）

第７条　当会社の株主は、その有する単元未満株式につ

いて、次に掲げる権利以外の権利を行使するこ

とができない。

(１)会社法第189条第２項各号に掲げる権利

(２)会社法第166条第１項の規定による請求をす

る権利

(３)株主の有する株式数に応じて募集株式の割

当ておよび募集新株予約権の割当てを受ける権

利

（削除）

第８条～第９条（条文省略） 第６条～第７条（現行どおり）

（基準日）

第10条　当会社は、毎年３月31日の最終の株主名簿に記

載または記録された議決権を有する株主をもっ

て、その事業年度に関する定時株主総会におい

て権利を行使することができる株主とする。

２．前項にかかわらず、必要がある場合は、取締

役会の決議によって、あらかじめ公告して、一

定の日の最終の株主名簿に記載または記録され

た株主または登録株式質権者をもって、その権

利を行使することができる株主または登録株式

質権者とする。

（削除）

第３章　株主総会

 
第11条～第12条（条文省略）

第３章　株主総会

 
第８条～第９条（現行どおり）
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（電子提供措置等）

第13条　当会社は、株主総会の招集に際し、株主総会参

考書類等の内容である情報について、電子提供

措置をとるものとする。

２．当会社は、電子提供措置をとる事項のうち法

務省令で定めるものの全部または一部につい

て、議決権の基準日までに書面交付請求をした

株主に対して交付する書面に記載しないことが

できる。

（削除）

第14条～第45条（条文省略） 第10条～第41条（現行どおり）

 

 
３．定款変更の日程

2026年12月15日

 
（自己株式の消却）

当社は、本取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、当社が所有する自己株式を消却することを決議い

たしました。

なお、当該自己株式の消却は、本臨時株主総会において、2026年12月15日を効力発生日とする株式併合に関する

議案が原案どおり承認可決されることを条件としております。

１．消却する株式の種類

当社普通株式

 
２．消却する株式の数

1,591,998株（消却前の発行済株式総数に対する割合：6.66%（小数点以下第三位を四捨五入））

 
３．消却予定日

2026年12月14日

（参考）

消却後の当社の発行済株式総数は、22,298,802株となります。
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（事業の譲受）

当社の連結子会社である株式会社デジタルハーツは、2026年８月６日開催の取締役会において、株式会社IMAGICA

GEEQからゲームデバッグ事業を事業譲受する事業譲渡契約の締結について決議しました。当該決議に基づき、同日

付で事業譲渡契約を締結し、2026年11月１日付で事業譲受を完了いたしました。

 
１．事業譲受の概要

(1)相手企業の名称及び取得した事業の内容

相手企業の名称　株式会社IMAGICA GEEQ

取得した事業の内容　ゲームデバッグ事業

(2)事業譲受を行った主な理由

東京・大阪・新潟に新たな事業拠点を追加し、デバッグサービスの提供力を質・量両面から高めるためで

す。

(3)事業譲受日

2026年11月１日

(4)事業譲受の法的形式

現金を対価とする事業譲受

 
２．譲受事業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

 取得の対価（現金及び預金） 1,160,000千円

取得原価 1,160,000千円
 

 
３. 受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその内訳

現時点では確定しておりません。

 
４．主要な取得関連費用の内訳及び金額

アドバイザリー費用等2,864千円

 
５．発生するのれんの金額、発生要因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。
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２ 【その他】

第13期(2025年４月１日から2026年３月31日まで)期末配当について、2026年５月13日開催の取締役会において、

2026年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 301,033千円

②　１株当たりの金額 13円50銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2026年６月10日
 

 
また、当社は2026年８月６日開催の取締役会において、株式会社 Sandboxによる当社の普通株式に対する公開買付

けが成立することを条件に、2027年３月期の配当予想を修正し、2027年３月期の中間配当及び期末配当を行わないこ

とを決議いたしました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

 
2026年11月12日

株式会社デジタルハーツホールディングス

取締役会　御中

 
太陽有限責任監査法人

 

東京事務所
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩　 﨑　     　剛  
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小　　野　　　　　潤  
 

 
監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社デジタ

ルハーツホールディングスの2026年４月１日から2027年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2026年４月

１日から2026年９月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間

連結包括利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、期中連結財務諸表に係る我が国において

一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社デジタルハーツホールディングス及び連結子会社の

2026年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用

される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は2026年10月23日開催の取締役会において、2026年11月20日開催予定

の臨時株主総会を招集し、本臨時株主総会に株式併合並びに単元株式数の定めの廃止及び定款の一部変更に関する議案

を付議することを決議した。今後、会社の株式は、所定の手続を経て上場廃止となる予定である。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 
中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中

間連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、期中連結財務諸表に係る我が国に

おいて一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書に

おいて中間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項

が適切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と

して存続できなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連

結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
　利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 
 

 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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